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新たな自主財源確保について 

問１ ネーミングライツ（公共施設等の愛称等に企業名を付与して対価を得る）を 

導入し、自主財源確保に取り組んではどうか？ 

答 行財政改革の一環としてネーミングライツの導入を進めたい。 

本年度中に募集できるよう進めていく。 

問 どの公共施設を検討しているのか？ 

答 対象を限定せずに提案募集型を考えている。（施設、道路、橋も含む） 

問２ 広告収入について、町発送用封筒に広告掲載をしてはどうか？ 

答 町発送用封筒については、改革プランの一環として検討していきたい。 

 

 

お気軽にご相談ください 

453－5119 

 

転入・定住促進について 

問 ＰＲ誌「熊取ものがたり」のプロモーション活動を推進しながら、若者の転入をどの様に促進して

いくのか？何か新しい施策を考えているのか？ 

答 ＰＲ誌を配架・配布し、プロモーション活動をおこなっている。財政状況が厳しいので、新しい施

策ではなく、これまでの施策のＰＲに努めながら、若者世代に選ばれ、選ばれ続ける様に取り組ん

でいきたい。 

問 若い世代のふるさとへの愛着や定住促進につながる施策としてオリジナル婚姻届け 

を作成している。次はオリジナル出生記念証を作成し、さらなる定住促進に繋げて 

はどうか？ 

答 今後、新たな子育て支援策や既存事業の充実を進めていく中で、研究していきたい。 

 

6 月定例議会で 3項目一般質問しました！ 

※一般質問・委員会は録画配信されています。熊取町ホームページ→熊取町議会を検索し、是非ご覧ください！ 

胃がんの早期発見の推進と予防対策について 

問 和泉市は胃がんの早期発見・予防対策の一環として胃がんリスク検査費用の補助事業を行っている。

（40 歳から 60 歳の 5 歳刻みの方に 5000 円の補助券を配布している。） 

検診へのきっかけづくりや検診を勧奨する一つの方法として、本町も取り組んではどうか？ 

答 府内 13 市町で胃がんリスク検査を実施している。和泉市は、府内唯一、検査を受けた方に補助金を

交付している。本町としては、国の指針に基づき、胃がんリスク検査ではなく、胃内視鏡検査の導

入を優先的に検討している。 

 

問 中学生を対象に胃がんの予防対策として中学生ピロリ菌対策事業が全国各地の 

自治体で始まっている。本町も取り組んではどうか。 

答 中学生ピロリ菌対策事業の実施は考えていない。乳幼児健診やがん検診の時に、 

胃がんとピロリ菌感染との関係を啓発し、予防対策に努めたい。 

 

 
泉南市の出生記念証 

3 項目質問

します。 

 

 


